
RID2600  2024～2025 第38年度伊那中央ロータリークラブ週報

 

 

ＲＯＴＡＲＹ
ＷＥＥＫＬＹ

ＮＥＷＳ
事務所：長野県伊那市西町 5016-2　電話 0265（76）5858　　例会日：毎週火曜日　　例会場：海老屋料理店 0265（72）2158

会 長：熊谷　健　　副会長：井上　修　　幹事：小椋文成　　公共イメージ向上委員長：太田明良

第1742回例会　令和7年6月17日（火）

■ 点　鐘 12：30

真実を求めて　　　加藤篤ソングリーダー■ ソング  

ロータリーのマジック

■ 会長談話 熊谷健会長
　皆さんこんにちは。今年度の例会も今日を入れて後２回。ロータリーのことをしば
し忘れて、早く平穏に日々を迎えたいと思っている今日この頃です。

　さて、６月１２日に事務局で「戦略計画委員会」を開催しましたので、その内容を会員
の皆様にも是非知っておいていただきたいと思いますので、報告させていただきます。

　戦略委員会は、今期、次期そして次々期の会長幹事で組成され、伊那中央ロータリークラブのクラブ運営を、
中長期的な視点で分析し、これからの事業に反映させるべく検討する、言わばクラブのシンクタンク的な役
割を担う委員会と位置付けています。
　６名で組成されますが、指名委員会で次の会長幹事が選任されれば、今年度の会長幹事、つまり私と小椋
幹事と入れ替わり、新しい血を入れて、クラブの継続性を考えていく構成になっています。

　１２日の委員会では、次年度から発足する衛星クラブ設立準備委員会や、次々年度に迎える４０周年につ
いてなど、話し合われましたが、ここではクラブ運営に関して２点だけ、皆さんにご協力をお願いするために、
報告させていただきます。
　一点目は、クラブの財政面の話です。小椋幹事に次年度の予算を立てていただきましたが、一般会計が約
１３００万円の収入合計に対し、予備費として計上できる金額が２５万円程度であり、大変心許ない財政状
況となっています。理由はいくつかありますが、収入面では先週お話ししましたとおり、会員５名が衛星ク
ラブへ会員資格を変更することにより会費収入が減少することと、前年度繰越金の額が減少していることが
挙げられます。繰越金が減少した理由は、委員会活動等を積極的に行ったことにより、今年度の委員会事業
費が嵩んだことが考えられます。今年度に限らず、ここ数年委員会活動が積極的に行われている証左である
と思います。
　来週の最終例会で、小椋幹事から詳しい説明があると思いますが、皆さんにはクラブの財政面、特に一般
会計はひっ迫しているという事実を知っていただきたいと思います。会費の値上げはしたくないので、その
分支出を抑えていく必要があります。様々な面で経費節減をお願いすることになると思いますが、ご理解を
いただきたいと思います。
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2024-2025 国際ロータリーのテーマ

　２点目、事務局の負担軽減についてです。現在、事務局員に係る負担は相当なものになっており、事務局
員は無償の残業を強いられています。労働に見合う給与を保証したうえで、働いていただくという考えもあ
りますが、現在のクラブの財政状況を考えるとそれは難しいと言わざるを得ません。そうすると、事務局員
が最低でも定時に帰れるようにしなければならないと思っています。
　そこで、事務局員の負担を如何に軽減できるかということを検討しました。まずは、会報の発行作業につ
いてです。現在会報の原稿は全て事務局に集められ、事務局員が内容を校正して、アートプラニングの田中
さんのところに送り、会報を完成させ皆さんに送るという流れになっています。
　次年度からは「公共イメージ向上委員会」が事務局の役割を担っていただくように、井上次期会長、渋谷
次期委員長にお願いし、そのようにやっていただくことになりました。
　まず、会報当番が写真撮影と原稿の回収を行い、それを渋谷委員長に送る。渋谷委員長は校正をして最終
的にアートプランニングにそれを送る。そうすると事務局の手を煩わせずに会報を発行することができるよ
うになります。
　ただ、会報当番の手間が少し増えることになり、また、次期の公共イメージ向上委員会のメンバーだけでは、
負担が大きいということになります。そこで、出席委員会と親睦活動・友好委員会のメンバーにも会報当番
をお願いしたいと考えています。会報当番をできるだけ大勢のメンバーに手伝ってもらえれば、それだけ個々
の負担も少なくなり、事務局の負担も軽減されます。みんなで協力していただけたらと考えています。
　また、委員会事業は基本的に委員会で行うというスタンスで事業を計画していただきたいと思います。事
務局は、あくまで事務的に情報提供と取りまとめに徹して行くことのご理解をいただきたいと思います。こ
れは、将来に向かって非常に重要なことと捉えています。

次頁へ続く



小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成
◆伊藤かおり

伊那中央ロータリークラブ会長の熊谷です。会長と呼ばれるのもあと半月です。みなさん
大変お世話になりました。早く楽にさせて下さい。
いよいよ本日を含めて例会もあと2回となりました。一年間お世話になりました。
皆様、お疲れ様です。本日は真夏日。体調に気をつけてお過ごし下さい。
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的にアートプランニングにそれを送る。そうすると事務局の手を煩わせずに会報を発行することができるよ
うになります。
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■ 委員会報告

・6月15日（日）イーナJr.ソフトボールクラブへの団旗贈呈式の報告　　　熊谷健会長
　６月１５日 日曜日に、矢島会員、井上次期会長、伊藤ＳＡＡとともに、イーナ Jr. ソフトボールクラブへ
団旗を寄贈して参りました。クラブの部員は今年は１８名の多勢で、良い成績が期待できそうだとのことで
す。まずは、中体連の県大会、そして北信越大会、全国大会を目指し、寄贈した団旗とともに躍進していた
だきたいと思います。また、当日、原一馬会員が、以前寄贈したバッティングマシンを東部中からクラブへ
運んでいただき、クラブの子供たちの練習に利用していただくようにしました。活躍に期待しましょう。

・6月16日（月）信州大学教育助成金贈呈式の報告　　　平澤理国際奉仕委員長
　6月 16 日、信州農林科学振興会教育研究等助成金贈呈式に、次年度井上会長・加藤
幹事・平澤国際奉仕委員の 3名で出席して参りました。
　来賓挨拶で、井上会長は英語で挨拶をしました。学生に、在学中研鑽努力され、将
来的には日本と母国との架け橋となれるよう、充実した学生生活を送って頂きたいと
の話でした。

　その後、会長から留学生二人、修士 1 年ラムザン アシャールさん（パキスタン）、学部生 4 年ジュ イェ
ソンさん（韓国）に支援金を贈呈しました。
　農林科学振興会理事長 南先生・農学部同窓会長 辻井先生から感謝の意を頂きました。

・衛星クラブについての報告　　　馬場秀則会員
　昼間仕事を抱え、昼間の例会に出られない会員を集める。同業者1名の基本に合わせ、
次の社員の育成のため、中央ロータリーで職務を終えた会員、親睦を楽しむための集
団として衛星クラブ設立を考えた。
　本クラブから 5 名の会員の力を借り、これ以上の会員を集めると本会に影響する可
能性もあるので、5名でスタートさせてもらう。

　衛星クラブも新会員を増やし、本クラブの会員増強に成るよう頑張りますので、宜しくお願いします。

・ゴルフ部よりお知らせ　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　第６回ゴルフ部コンペでの、馬場会員のベスグロ優勝を記念して、９月９日に伊那
国際ゴルフクラブ白樺コースにて記念コンペを行いますので、今から予定をお願いい
たします。
　ゴルフ部員以外の会員の参加も大歓迎です。
　夜は JA フラワーパレスにて祝賀会を開催いたします。この祝賀会は傘寿のお祝い

も兼ねて行いますので多くの会員の皆さんの参加をお願いいたします。

次頁へ続く

◆現･次年度理事の皆様より　24名中16名の方よりいただきました。



次回例会
6月 24 日（火）　点鐘／ 18:30　　場所／海老屋料理店

・第 38年度最終夜間例会

■ 点　鐘 13：30

加藤篤次期幹事

・6月15日（日）イーナJr.ソフトボールクラブへの団旗贈呈式の報告　　　熊谷健会長
　６月１５日 日曜日に、矢島会員、井上次期会長、伊藤ＳＡＡとともに、イーナ Jr. ソフトボールクラブへ
団旗を寄贈して参りました。クラブの部員は今年は１８名の多勢で、良い成績が期待できそうだとのことで
す。まずは、中体連の県大会、そして北信越大会、全国大会を目指し、寄贈した団旗とともに躍進していた
だきたいと思います。また、当日、原一馬会員が、以前寄贈したバッティングマシンを東部中からクラブへ
運んでいただき、クラブの子供たちの練習に利用していただくようにしました。活躍に期待しましょう。

会員数45名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者23名　　事前メイク0名　　
出席率58.97％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

１．東京ロータリークラブへの例会訪問について
２．丸紅株式会社への企業訪問について
３．その他

■ 次年度臨時理事会報告

次年度各委員長を中心に、次年度事業計画についての話し合い・打合せ等を行いました。

■ 次年度各委員会計画
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・衛星クラブについての報告　　　馬場秀則会員
　昼間仕事を抱え、昼間の例会に出られない会員を集める。同業者1名の基本に合わせ、
次の社員の育成のため、中央ロータリーで職務を終えた会員、親睦を楽しむための集
団として衛星クラブ設立を考えた。
　本クラブから 5 名の会員の力を借り、これ以上の会員を集めると本会に影響する可
能性もあるので、5名でスタートさせてもらう。

　衛星クラブも新会員を増やし、本クラブの会員増強に成るよう頑張りますので、宜しくお願いします。

・ゴルフ部よりお知らせ　　　澁谷恵二ゴルフ部長
　第６回ゴルフ部コンペでの、馬場会員のベスグロ優勝を記念して、９月９日に伊那
国際ゴルフクラブ白樺コースにて記念コンペを行いますので、今から予定をお願いい
たします。
　ゴルフ部員以外の会員の参加も大歓迎です。
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